
免疫することにより､抗血相 ま容易に入手でき､

しかも､市販の抗血隅と比較してヒト尿特発性に

関しそん色のない抗血桁であることが分かった｡

霊長類における血液型物斑の遺伝進化学的研

究

古川 研 ･中島たみ子 ･矢鐸 伸 (群馬

大 ･医)

詔長矧 こおける赤血球上のヒト血液型抗原は､

ヒト血夜型判定用抗血桁との反応からみると､こ

れまで報告したように原校-新世界ザル-･旧世界

ザJL,-･類人猿の境に次矧 こ抗原の発現が認められ

るようにな り､梓入校とヒトとの間では特に顕著

な進化の証跡が窺えた｡サル赤血球について､血

液型及び糖特異性を有する各種レクチンとの反応

性を調べると､0型血球に強く反応するウサギ血

桁やUlexeurotueus.A型血球反応性のDoLic-

hosbEflonLSやFalcataJ'aLDnicaとt嫡地球上
のABH抗原が発達した類人猿にのみ反応が認め

られた｡またFucose親和性をもつAteuriaau-

rmltta,GalactoseやN-Acetylgalactosaminc

親和性をもつRicimLSCOm〝似m'SやTrichosan-

teskirilowii及び/9叫 ン処理血球を用いると

NrAcetylgalactosamine親和性のFalcataレク

チンといずれも原損から狩人技に至る殆んどのサ

ル血球はヒトと同様の反応性を示した｡またβ-

N-Acetylglucosamine親和性をもつPsathyre-

llaveLutiM とはサルの種別によって反応性に違

いが認められたが､進化序列に従っての相違はみ

られなかった｡これまでに､ABH抗原を合成し

ているAやB合成酵素はいずれも原猿から類人猿

のすべてのサル血清中にヒトに近い強さのものが

存在していることを認めたが､今回サル血清中の

H合成酵素であるa1-2Fucosyltransferase

活性について､phenylp-galactosideを基質と

してGDP-FucoSeの存在下でFucoseのとり込み

により調べたところ､ヒトにおける活性を100%

とすると､原猿類では9.70/O､新世界ザルでは9.

8-10.90/O､旧世界ザルでは13B～34.60/O､邦人

桧では53.2-62.2C/Oであり､原抱から規人手劉こ至

る間に次邦に活性が増加してきたことがわかった｡

これらのことから､原校やWf旧世界ザルで赤血球

のAB抗原が未発遇なのは､前駆物TIであるH物

質を合成するH合成桁系が弱いためであると考え

られる｡一方､臓器中の水溶性分画にはABH抗

原が原泣河からすでに強く発現しているが､モノ

クロナ-ル抗H抗体との反応性はとトに比べて弱

く､頬入校の前段階のサルに関する限りH抗原の

性状がヒトとは穴っているJ:うに想われた｡

霊長類における赤血球アルギナーゼ活性の動

態

水谷直樹 ･早川知.TL.tT.突 く名大 ･医 )

アルギナーゼは尿窮サイクルの応終ステップで

アルギニンからオルニチンと尿累への代謝を触媒

する酵素であり､その欠tflはヒトではアルギニン

血症として､前アンモニア血症､柘アルギニン血

症､特有な四肢の疫性麻将などの臨床症状を呈す

る柿な迫伝性代謝穴謂症として知られている｡

アルギニン血症の診断は通常､赤血球中のアJt/ギ

ナーゼ活性の測定によって行われているが､尿素

サイクルを持たない亦血球巾のアルギナーゼの存

在意義について殆ど知られていない｡

霊長芙削乙は､赤血球巾アルギナーゼ活性が存在

しないにもかかわらず､ヒトと同様な症状を全く

呈きない種がいることが知られている｡そこで我

我は赤血球中アルギナーゼ活性の存在しない詔長

類について血祭アミノ酸､そしてアルギニンをそ

の代表とする各種グアニジノ化合物を測定し､さ

らに実験殺後の肝臓､腎臓からDNAを抽出し､

ヒトおよびラット肝アルギナーゼcDNAを用いて

遺伝子解析をおこない､ヒトのアルギニン血症の

遺伝的異質性についての検討､そして病態解明を

目的としてこの実験を始めた｡

昭和62年度､試料捉t料こより採血した日本ザル

12頭 (高浜 )の赤血球申アルギナーゼ活性は全て

認められなかった｡しかし､血狭アミノ酸､並び

に各班グアニジノ化合物約度には正門対照と比較

して特別な芸､災符は認められなかった｡

現在､実験殺後に狩られた肝臓および腎臓につ

いて､DNAを抽出し､迫伝子解析をおこなう準

僻を進めている｡
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